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研究成果の概要（和文）： 

我々の研究班は、2007年頃までに難溶性インジウム化合物微細粒子吸入と「インジウム肺」

と呼ばれる肺障害の因果関係を確立した。2008～2010 年は、17 事業場・4 本社機構をのべ 50

回訪問し、インジウム曝露群と対照群約 700名の追跡調査を実施した結果、インジウム曝露指

標、呼吸器影響指標ともに減少傾向が観察された。配置転換・作業環境改善・保護具着用とい

う労働衛生管理がうまく機能した結果と考えられる。 
 

研究成果の概要（英文）： 

Up to 2007, our study team established the causal relationship between exposure to 

hardly soluble indium compound particles and lung disease called “indium lung”.  From 

2008 through 2010, we re-visited total of 50 times of 17 indium factories and 4 

head-quarters, and carried out the follow-up survey on approximately 700 indium-exposed 

and referent workers.  Both exposure and outcome parameters were gradually improving in 

indium-exposed workers.  Industrial hygiene managements such as job transfer, 

improvement of working conditions and use of respiratory protective masks may be 

functioned adequately. 
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１．研究開始当初の背景 

1998年に発症したITO微細粒子曝露に起因

する可能性がある間質性肺炎死亡例が、2001

年に世界で初めてわが国で発生したことを

きっかけに、我々はインジウム曝露と間質性

肺炎の因果関係の確立を目的として、症例発

掘及び時間断面疫学研究を実施してきた。平

成19年10月現在、疫学調査対象は、北は秋

田から南は鹿児島まで、21 社 25 工場・研究

所および2大学研究室に達し、インジウムに

よる間質性肺障害の因果関連を世界で初め

て確立した。インジウム研究はその緒につい

たばかりであり、長期追跡データが欠落して

いることから、十分な情報量と質が得られて

いない。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、肺内インジウム負荷量を反映し

ていると考えられる血清インジウムの減衰、

それに伴う影響指標の変化、不可逆性である

インジウム肺の間質性・気腫性肺障害の予後

等の情報を得ることを目的として、コホート

研究を遂行することを目的とした。また、社

会貢献の立場から、積極的なリスクコミュニ

ケーションによる情報の発信と広報活動、労

働衛生行政施策への協力も実施した。 

 

３．研究の方法 

(1)調査対象者：平成 15 年より追跡している

インジウム曝露作業者・対照作業者、および、

新規に疫学調査が可能となった事業所のイ

ンジウム曝露作業者。 

(2)曝露の指標：血清中インジウム濃度(In-S)、

および、インジウム曝露歴。 

(3) 影響の指標：呼吸器系自覚症状、高精度

胸部 CT (HRCT)撮影、スパイロメトリー、

KL-6、SP-D、SP-A。呼吸器影響以外の影響

を観察するために、肝機能、腎機能、免疫機

能検査を一部の調査対象者に実施。 

(4) 曝露濃度・作業環境測定：一事業所で同

意が得られたため、平成 23 年 3 月に粒度分

布の測定を含めた作業環境測定および曝露

濃度測定を実施。 

 

４．研究成果 

(1)コホート研究 

2008年4月10日～2011年3月11日まで、

17 事業場・4 本社機構をのべ 50 回訪問し、

コホート研究打合せ、インジウム検診、結果

報告（事業所毎・個別）、作業現場見学およ

び助言、リスクコミュニケーションを実施し

た。 

700 名弱のインジウム曝露作業者・対照作

業者の検診の結果、In-Sは徐々に低下し肺イ

ンジウム負荷量が減少していることが推測

されること、それに呼応して KL-6 は低下す

ること、HRCT 上 baseline 検診ですでに肺間

質性変化や気腫性変化が強かった作業者で

は、特に気腫性変化で悪化傾向にある者がい

ること、baseline 検診で微細変化／正常肺で

あった作業者では悪化傾向はなかったこと、

呼吸機能検査では baseline時と変化はなかっ

たことが観察された。この研究期間に初めて

インジウム作業に従事したもののみを抽出

すると、鋭敏な指標である KL-6 が上昇する

者はほとんどいなかった。これらの結果は、

配置転換・作業環境改善による曝露濃度の低

下・保護具の着用という労働衛生管理が、う

まく機能したことを意味していると考えて

いる。 

 この間、肺がん疑い、腎細胞がん１例が発

見されたが、精密検査により肺がんは否定さ

れた。また、一部の作業者に呼吸器以外の臓

器の検査を実施したが、いずれも negativeで



あり、現段階ではインジウムによる健康影響

は肺に限られると判断できた。 

 

(2) リスクコミュニケーション 

第82回日本産業衛生学会総会（福岡）、第

83回日本産業衛生学会総会（福井）開催時に、

学会参加研究者のみならずインジウム取り

扱い企業および行政関係者を出席者として、

インジウムの健康影響に関する情報交換会

（リスクコミュニケーション）を実施し、

各々100 名以上が参加し、活発な意見交換が

なされた。 

 

(3) US NIOSHによるIndium Workshop 

2010年に米国および中国からインジウム

曝露者3名の肺胞タンパク症例が報告され、

日本のインジウム肺の病像と大きく異なる

ことから、US Center for Disease Control and 

Prevention (CDC), National Institute and 

Occupational Safety and Health (NIOSH)が

主催するIndium Workshopが2010年9月13

～15日に、West Virginia 州Morgan Townの

NIOSH会議室で開催され、研究代表者 大前

と研究協力者 中野が招待された。日本の疫

学研究結果およびインジウム肺症例を呈示

し、活発な情報交換がなされた。この

Workshop summaryは2011年中に投稿され公

表される予定である。 

 

(4) 「インジウム・スズ酸化物等の取扱い作

業による健康障害防止に関する技術指針（基

安発1222第2号）」の発効 

 平成22年8月26日に、厚生労働省労働基

準局安全衛生部化学物質対策課に、研究代表

者 大前、研究分担者 田中、研究協力者 

中野、他2名で構成される「インジウムの健

康障害防止に係る小検討会」が設置され、大

前が座長となった。8月26日、9月7日、9

月21日、9月28日の計4回の検討会および

3回のヒアリングが実施され、大前、田中、

中野が主力となり小検討会技術指針原案を

策定し、親委員会でほぼ原案通り承認された。

10月8日の福岡でのリスクコミュニケーショ

ン、パブリックコメントの後、平成22年12

月22日に「インジウム・スズ酸化物等の取

り扱い作業による健康障害防止に関する技

術指針（基安発1222第2号）」が発効した。

インジウムに関する科学的な手法による地

道な研究が、10年に満たない期間のうちに行

政の施策として結実した希有な例として、特

筆されるべきものと考える。 
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